
資料１

氏　　　名

再任 河野　芳英

再任 浦岡　信正

再任 宮地　孝宜

再任 田中　元基

再任 横山　友里

公募 石橋　秀雄

公募 津島　滋人

区職員 金子　和也

板橋グリーンカレッジＯＢ会 会長 令和６年６月１日～

板橋区教育委員会事務局

地域教育力担当部長

令和７年６月１日～

（充て職につき）

区民代表 令和８年６月１日～

区民代表 令和８年６月１日～

東京家政大学 人文学部 教育福祉学科

大学院人間生活学総合研究科 教育福祉学専攻

准教授

令和６年６月１日～

淑徳大学 人文学部 人間科学科 助教 令和６年６月１日～

東京都健康長寿医療センター研究所 研究員 令和６年６月１日～

大東文化大学 文学部 英米文学科 教授 令和２年６月１日～

板橋グリーンカレッジ運営協議会委員名簿       

○ 任期　令和8年6月1日から令和10年5月31日まで

役　　　　職 委員就任年月日
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令和７年度 板橋グリーンカレッジの実施結果について 

 

  板橋グリーンカレッジは、平成６年度に区民等の多様化・高度化する学習要求

に応えるとともに、地域社会における活動を促進することを目的に開校された。

２年制の「板橋グリーンカレッジ大学校」及び１年制の「板橋グリーンカレッジ

大学院」から構成されている。講義は、グリーンカレッジホール（板橋区志村 3-

32-6）にて行っている。 

  令和４年度からは、新たに多世代に向けた生涯学習の充実・発展を図っていく

ことを目的として、長寿社会推進課から生涯学習課へ業務移管をした。令和６年

度からは、年齢制限を撤廃し多世代の方を対象として開校している。 

令和７年度の実施結果については、下記のとおりである。 

 

記 

 

１ 令和７年度の実施状況 

（１）１年生 

 人数 

定員 300名 

受講者数 217名 

R8進学者数 133名 

 

（２）２年生（聴講生含む） 

 人数 

定員 400名 

進学者数 177名 

聴講生 184名 

卒業者数 

（進学者のみ） 

164名 

 

（３）大学院 

 文化文学 社会生活 健康福祉 合計 

定員 30名 30名 30名 90名 

受講者数 25名 14名 10名 49名 

卒業者数 24名 12名 ９名 45名 

 

 

 

資料２ 
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２ 板橋グリーンカレッジ公開講座 

  令和６年度から、多世代化した板橋グリーンカレッジの周知を図ることを目的

に「板橋グリーンカレッジ公開講座」を実施している。令和７年度の実施状況は

下記のとおりである。 

 

  テ ー マ：地球科学～地球史・大地震を考える～ 

       第 1回７月 21日（月・祝）「太陽系と地球の形成過程」 

       第２回７月 27日（日）  「化石からわかる生命の誕生と進化」 

       第３回８月２日（土）    「南海トラフ地震と防災」 

  講 師：東京国際工科専門職大学 講師 石山 謙 氏 

  周知方法：広報いたばし、区ホームページ、生涯学習課インスタグラム、 

区公式 LINE、区施設及び図書館、無印良品（南町）へのチラシ配架 

  対 象：板橋区在住・在勤・在学の方 

①募集定員 100名 

②申込者数 92名（申込率：92％） 

③参加人数 83名（出席率：90％） 

年代内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代 申込者数 

10歳未満 ５人 

10代 ２人 

30代 ２人 

40代 ３人 

50代 １人 

60歳未満合計 13人 

60代 28人 

70代 30人 

80代 ８人 

60歳以上合計 66人 

年代不明 13人 
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資料４

１　板橋グリーンカレッジ大学校（１年生）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

午前・午後 午前・午後 科目選択制 科目選択制 科目選択制

160名 160名 300名 300名 300名

142名 154名 200名 217名 181名

２　板橋グリーンカレッジ大学校（２年生）

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

文化文学
社会生活
健康福祉

文化文学
社会生活
健康福祉

文化文学
社会生活
健康福祉

科目選択制 科目選択制

240名 240名 360名 400名 430名

123名 113名 132名 177名 130名

106名 117名 162名 184名 187名

229名 230名 294名 361名 317名

112名 95名 126名 164名

4,636名 4,731名 4,857名 5,021名

※進学者の人数が確定した時点で定員に空きがある場合に、卒業生を対象とした聴講生を受け入れている。

３　板橋グリーンカレッジ大学院

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

文化文学
社会生活
健康福祉

文化文学
社会生活
健康福祉

文化文学
社会生活
健康福祉

文化文学
社会生活
健康福祉

文化文学
社会生活
健康福祉

90名 90名 90名 90名 90名

53名 51名 56名 49名 61名※

47名 45名 53名 45名

1,294名 1,339名 1,392名 1,437名

※文化文学コースのみ定員を超過したため抽選を実施

４　受講者年代内訳（令和８年５月１日時点）

（１）板橋グリーンカレッジ大学校 （２）板橋グリーンカレッジ大学院

累計卒業者数

受講者数

受講者数

卒業者数

コース等

募集定員

進学者（a）

総受講者数（a+b）

卒業者数

聴講生※(b)

累計卒業者数

コース等

定員

令和８年度　板橋グリーンカレッジの受講状況について

コース等

募集定員

（令和８年５月１日時点）

年代 文化文学 社会生活 健康福祉 合計

10代 0名 0名 0名 0名

20代 0名 0名 0名 0名

30代 0名 0名 0名 0名

40代 0名 0名 0名 0名

50代 1名 0名 1名 2名

60代 4名 5名 1名 10名

70代 21名 14名 7名 42名

80代 4名 1名 2名 7名

90代 0名 0名 0名 0名

合計 30名 20名 11名 61名

年代 1年生 進学者 聴講生 合計

10代 0名 0名 0名 0名

20代 1名 0名 0名 1名

30代 5名 0名 1名 6名

40代 10名 3名 0名 13名

50代 22名 9名 4名 35名

60代 77名 63名 41名 181名

70代 56名 51名 105名 212名

80代 10名 3名 31名 44名

90代 0名 1名 5名 6名

合計 181名 130名 187名 498名



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度後期 

板橋グリーンカレッジ 

講義概要 

資料５ 
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令和８年度 板橋グリーンカレッジ大学校１年生 講座一覧（後期） 

ね ら い：１年生では、生涯学習を促進する多種多様なテーマについて、幅広く学びます。 

会   場：グリーンカレッジホール（志村３－３２－６）３階 教室１ 

 

講座

番号 
科目 

日時 

※Ⓐ・Ⓑは同内容の講義 
テーマ・講義内容 講師 

1 

ス
ポ
ー
ツ
学 

Ⓐ10月５日(月) 

10:00～11:30 

ペリー来航と江戸相撲 

ペリー来航の際、幕府に協力を申し出た江戸相撲の力士た

ちが横浜を訪れ、ペリーをはじめとするアメリカ側に対して、

贈呈品の重たい米俵を運搬するパフォーマンス、土俵入り、

稽古相撲を披露しました。この、日本のスポーツ史上におけ

る画期的な出来事について、一緒に学んでいきましょう。 

日本体育大学スポ

ーツ文化学部武道

教育学科 

教授 

谷
たに

釜
がま

 尋
ひろ

徳
の り

 Ⓑ10月５日(月) 

14:00～15:30 

2 
福
祉 

Ⓐ10月 19日(月) 

10:00～11:30 

住宅の中は危険がいっぱい -住宅内事故予防のため
に- 

住宅内事故による死者数は、交通事故死者数の数倍にも

及びます。浴室における冬期の気温差が招くヒートショック、

段差がないのに廊下や居間における転倒事故の発生など、

私たちは日常的に危険にさらされています。このような住宅

内事故は、少しの改善で予防できます。快適な住まいと人

生のための方策を考えていきましょう。 

日本大学理工学部 

まちづくり工学科 

特任教授 

八
や

藤後
と う ご

 猛
たけし

 Ⓑ10月 19日(月) 

14:00～15:30 

３ 
文
学 

Ⓐ10月 30日(金) 

10:00～11:30 

現代アメリカ小説翻訳家体験。～和訳と翻訳の違いと
は？～ 

私は現代アメリカ文学を研究しつつ、そのいくつかを翻訳す

ることで日本の読者に紹介するという仕事も行っています。

その経験から学んできたことを、受講者のみなさまにもお伝

えしつつ、さらに深めていきたいと思います。翻訳の難しさ。

楽しさ。和訳とは何が違うのか。これらのことについて実際に

翻訳を体験しつつ、考えてみましょう。 

大東文化大学文学

部英米文学科 

准教授 

日野原
ひ の は ら

 慶
けい

 Ⓑ10月 30日(金) 

14:00～15:30 

４ 
社
会 

Ⓐ11月６日(金) 

10:00～11:30 

観光税の仕組みと役割 

これまでの税収は主に国家、東京都や板橋区のような地方

自治体の運営全般を支えるのに対し、観光税収は主に観

光地が抱える課題を解決するために使われます。そこで、

観光税の制度と、観光客や住民にとって観光税が果たす

役割について、学んでいきましょう。 

大東文化大学社会

学部社会学科 

教授 

塚本
つかもと

 正文
まさふみ

 Ⓑ11月６日(金) 

14:00～15:30 
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講座

番号 
科目 

日時 

※Ⓐ・Ⓑは同内容の講義 
テーマ・講義内容 講師 

５ 
心
理
学 

Ⓐ11月 18日(水) 

10:00～11:30 

睡眠中の夢と心の健康 

私たちは人生の 3分の 1の時間を眠ることに、人生の 12

～15 分の 1 の時間を夢見ることに費やしています。夢を

生み出す睡眠のメカニズムを知り、睡眠が生涯を通して、

私たちの心と体の健康と密接に関わっていることを学びま

す。また睡眠の不調が生じた場合の心理学的な対応方

法についてもご紹介したいと思います。 

東洋大学社会学部

社会心理学科 

教授 

松田
ま つ だ

 英子
え い こ

  Ⓑ11月 18日(水) 

14:00～15:30 

６ 

デ
ザ
イ
ン 

Ⓐ12月 7日(月)  

10:00～11:30 

「うまれる」デザイン 

デザインは、わたしたちの生活の至る所に存在しており、

中には人びとに大きな影響を与えるものもあります。では、

どんなデザインが人から喜んでもらえるのでしょうか。わた

したちは、与えるデザインではなく、現場から「うまれる」デ

ザインを大切に考えています。板橋グリーンカレッジオフィ

シャルロゴなど、これまでの実績をご紹介しながら、デザイ

ンについてお話しできたらと思います。 

株式会社ワンストロー

ク 

代表取締役 

駒形
こまがた

 あい Ⓑ12月 7日(月) 

14:00～15:30 

7 

ジ
ェ
ン
ダ
ー 

Ⓐ1月 18日(月) 

10:00～11:30 

 

男らしさ・女らしさって何だろう？ 

～暮らしの中のジェンダーの気づき～ 
 

家庭や職場、地域の中で「性別の役割」について感じたこ

とはありますか。「料理は妻の役目だった」「父は無口だっ

た」など経験があるかもしれません。その「男らしさ、女らし

さ」はどこから来たものなのか、「わたしらしさ」と一致する

のか、講義とワークで考えていきましょう。 

東京家政大学女性

未来研究所所長 

平野
ひ ら の

 順子
じ ゅ ん こ

 
Ⓑ1月 18日(月) 

14:00～15:30 

8 
音
楽 

Ⓐ1月 24日(日) 

10:00～11:30 

フォルクローレを体感しよう 

「コンドルは飛んで行く」をはじめとした南米アンデス地方

の民族音楽「フォルクローレ」は、現在も多くの人々に親し

まれる音楽ジャンルです。本講義では、本校南米音楽部

の生徒による実際の演奏を通じて、フォルクローレの特徴

的な楽器や多様かつ独特なリズムなどについて掘り下げ

ていきます。 

帝京大学付属八王

子高等学校 

教諭 

岡本
おかもと

 正成
まさな り

 
Ⓑ1月 24日(日) 

14:00～15:30 
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≪２年生への進級について≫ 

２年生では、18 講座の中から６講座お選びいただき、履修届をご提出いただきます。 

各講座は３回シリーズの講座を予定しております。詳細は１月頃お知らせいたします。 

 

 

 

講座

番号 
科目 

日時 

※Ⓐ・Ⓑは同内容の講義 
テーマ・講義内容 講師 

９ 
板
橋
学 

Ⓐ1月 28日(木) 

14:00～15:30 

皇女和宮と中山道―25日間の旅路を辿る― 

文久元年（1861）、皇女和宮は中山道を通って 14 代徳

川家茂に輿入れし、江戸入り最後の晩は板橋宿の飯田

宇兵衛家で過ごしました。本講座では、この京都から江

戸へ向かう25日間の旅路を紹介します。また、同時期に

板橋区立郷土資料館では、特別展「没後 150 年 皇女

和宮、中山道をゆく―旅路に残したおくりもの―」を開催し

ます。ぜひ、講座と実物資料の展示をあわせてお楽しみく

ださい。 

板橋区生涯学習課 

郷土資料館 

四戸
し の へ

 菜穂
な ほ

 

Ⓑ2月 4日(木) 

14:00～15:30 

10 
哲
学 

Ⓐ2月２日(火) 

10:00～12:00 

「人格の完成」とは何か？ 

―「好き」と「愛してる」の違いから考えよう 
 

教育基本法第一条は、教育の目的を「人格の完成」と定

めています。しかし、そもそも「人格」とは何であり、それが

「完成」するとはどのような状態なのでしょうか。「好き」と

「愛している」の違いを手がかりに、個性やアイデンティテ

ィ、他者との関係から、教育の目的を哲学的に考えます。 

 

東京家政大学 

短期大学部 

准教授 

鵜殿
う ど の

 篤
あつし

 
Ⓑ2月２日(火) 

14:00～16:00 

11 
天
文
学 

Ⓐ2月 12日(金) 

10:00～12:00 

天文学のすすめ ～夜空を見上げてみませんか～ 

街明かりのある板橋でも星を楽しむことができることを知っ

ていますか？プラネタリウムでは、星空を見ながらその時

季に見られる星座の星の探し方や星座にまつわる神話を

紹介します。また、天文学の世界では、毎年のように新し

い発見があり、情報が更新されていきます。講義では、現

時点でわかっている宇宙や天体の情報などについて解説

します。 

※会場についての詳細は４頁参照 

教育科学館 

天文担当 

Ⓑ2月 12日(金) 

14:00～16:00 
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「天文学」講義の実施日と実施場所についてのお知らせ 

講座番号 11 番【天文学】の講座は、板橋区立教育科学館にてプラネタリウムの鑑賞を交えて

行います。通常の講義と異なりますので、お間違えのないようご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――アクセス――――― 

 

電車でお越しの場合 

◆東武東上線 上板橋駅北口下車 徒歩５分 

 

バスでお越しの場合 

◆志村三丁目駅方面から 

 国際興業バス 常 01 ときわ台駅行き 

常盤台四丁目下車 徒歩３分  

※ときわ台駅から常 01 系統に乗車の場合、 

 教育科学館下車 目の前              

◆王子駅方面から 

 国際興業バス 王 54 上板橋駅行き 

教育科学館下車 目の前        

 

 

 

 

 

 

 

  

「天文学のすすめ ～夜空を見上げてみませんか～」 

日    程： ２月 12 日（金曜日） 

会    場： 常盤台地域センター、板橋区立教育科学館（板橋区常盤台４-１４-１） 

集 合 時 間： Ⓐ日程 ９時 50 分    Ⓑ日程 13 時 50 分 

講 義 時 間： Ⓐ日程 10 時～12 時    Ⓑ日程 14 時～16 時 

集 合 場 所： 常盤台地域センター レクリエーションホール 

※入り口は教育科学館の裏手にあります。プラネタリウム会場と 

集合場所が異なりますのでご注意ください。 

※駐車場はありませんので、公共の交通機関を

ご利用ください。 

プラネタリウム上映中は、途中入室ができません。遅刻した場合は、 

プラネタリウムをご覧いただくことができませんので、ご注意ください。 

跡地 
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令和８年度 板橋グリーンカレッジ大学校２年生 講座一覧（後期） 
ねらい：２年生では、生涯学習を促進する多種多様なテーマについて、より専門的な内容を学び、教養を深めます。

会 場 ：グリーンカレッジホール（志村３－３２－６）３階 教室１ 

 

 

講座

番号 
科目 日時 テーマ・講義内容 講師 

１ 心
理
学 

10 月 2 日(金) 

10:00～11:30 

10 月 9 日(金) 

10:00～11:30 

10 月 16 日(金) 

10:00～11:30 

 

そのつながりは、絆かしがらみか 

～お礼・約束・親切の集団心理学～ 
 

人との繋がりは助けになる一方で、時に他人の目が気に

なる「しがらみ」にもなりえます。本講義では、そのような繋

がりへの囚われから解放され、人と温かく結びつくヒントを

考えます。集団心理学や進化心理学の視点から、「誠実

な約束」や「心からのお礼」、「利他の心」が持つ人間関係

を深める力を紐解きます。 
 

●10月 2日：「お礼」の心理学 

～愛情モードと義理モードのお礼～ 

●10月 9日：「約束」の心理学 

～なぜ人は反故にしてもバレないときでも約

束を守るの？～ 

●10月 16日：「親切」の心理学 

～「情けは人の為ならず」は本当？～ 

淑徳大学人文学

部人間科学科 

助教 

松本
まつもと

 良
よ し

恵
え

 

２ 哲
学 

11 月 13 日（金） 

10:00～11:30 

11 月 20 日（金） 

10:00～11:30 

11 月 27 日（金） 

10:00～11:30 

江戸の学び・心・見えない世界 

江戸時代には、学びや暮らしのなかで、人間の生き方を

めぐる多様な思想が生まれていました。当時の人びとは、

どのように心を見つめ、目に見えないものと向き合おうとし

たのでしょうか。その営みと世界観を読み解くことで、近世

日本思想の豊かな問いにふれていきましょう。 
 

●11月 13日：伊藤仁斎にみる学びと生き方 

●11月 20日：石田梅岩と本居宣長にみる心のあり方 

●11月 27日：平田篤胤と見えない世界 

大正大学 

学修支援センター 

専任講師 

朴
パク

 輪
ユン

貞
ジョン

 

３ 地
理 

11 月 17 日(火) 

10:00～11:30 

11 月 24 日(火) 

10:00～11:30 

12 月 1 日(火) 

10:00～11:30 

都市とまちづくり 

「まちづくり」という言葉が使われ幾久しいですが、そのあり

方はハードからソフトへと徐々に変化を遂げています。そう

した中で、都市形成の基盤となる立地や地形、その都市

が培ってきた歴史や文化などが都市の発展やまちづくりに

とって重要であることが認識されはじめています。本講義

では、地理学的な視点（多面的視点）から、都市の魅力

とそれを活かしたまちづくりについて考えます。 

●11月 17日：都市形成の基盤 

～立地と自然環境を中心に～ 

●11月24日：身近な場所から都市の魅力を掘り起こそう

～宇都宮市のバーチャルまち歩き～ 

●12月 1日：これからのまちづくりを考える 

～真の市民参加型まちづくり～ 

駒澤大学文学部 

地理学科 

准教授 

西山
にしやま

 弘
ひろ

泰
やす
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講座

番号 
科目 日時 テーマ・講義内容 講師 

４ 音
楽 

11 月 26 日(木) 

14:00～15:30 

12 月３日(木) 

14:00～15:30 

12 月 10 日(木) 

14:00～15:30 

ハンス・アイスラーとドイツ交響曲 

ふたつの世界大戦と冷戦という激動の 20 世紀の姿は音

楽史のなかにもみることができます。ハンス・アイスラーの

《ドイツ交響曲》は闘う芸術、主張する芸術のよい例であ

り、また今日に至るまでじつに複雑な受容の歴史を持つ、

興味深い作品です。この作品を手がかりに、音楽と社会

の関係について一緒に考えてみましょう。 
 

●11月 26日：ハンス・アイスラーという作曲家 

●12月 3日：《ドイツ交響曲》の音楽と歌詞について 

●12月 10日：《ドイツ交響曲》の受容の歴史 

明治学院大学 

文学部芸術学科 

准教授 

和田
わ だ

 ちはる 

５ 健
康 

12 月 2 日（水） 

14:00～15:30 

12 月 9 日（水） 

14:00～15:30 

12 月 16 日（水） 

14:00～15:30 

食品素材を「たべもの」にする科学（コツ） 

植物や動物を素材にして、私たち人間は食事をして生き

ています。つまり、食べることは、生きることであり、その生

きる楽しみを与えてくれます。どのような状況の人も、たべ

ものをおいしく食べたいと願っています。食品素材をたべ

ものにする科学を学ぶことは、その願いを叶えることに繋

がります。 
 

●12月 2日：おいしさとは何か？１  

～汁物の調理から学ぶ風味の制御法～ 

●12月 9日：おいしさとは何か？２  

～野菜・果物の調理から学ぶ色、触感、 

温度の制御法～ 

●12月 16日：おいしさと健康との関係を考える 

～味の相互作用から考える健康管理と 

の関係～ 

東京家政大学 

栄養学部栄養学科 

教授 

小林
こばやし

 理
り

恵
え

 

６ 建
築
学 

12 月４日(金) 

10:00～11:30 

12 月 11 日(金) 

10:00～11:30 

12 月 18 日(金) 

10:00～11:30 

※調整中 

日本大学理工学部

建築学科 

准教授 

小島
こ じ ま

 陽子
よ う こ
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≪卒業レポートについて≫ 

入学２年目の方は、講座の受講のほかに、「卒業レポート」（書式の指定あり）の提出が卒業要

件となっております。「卒業レポート」の提出期間は、12 月１日（火）～12 月 22 日（火）です。

詳細は、別途ご案内する「卒業レポート提出のお願い」をご確認ください。 
 

講座

番号 
科目 日時 テーマ・講義内容 講師 

７ 板
橋
学 

12 月 14 日(月) 

14:00～15:30 

12 月 21 日(月) 

14:00～15:30 

1 月５日(火) 

14:00～15:30 

板橋の通史 

板橋区は武蔵野台地の北東端に位置し、複雑に入り組

んだ地形の中で、旧石器時代から人々の営みが確認さ

れています。古文書をはじめとする貴重な歴史資料など

は、文化財として地域で大切に護り伝えられているほか、

当時の人々の祈りがうかがえる郷土芸能なども伝承され

ています。多様な顔を持つ板橋区の地域史について学

び、これからの板橋区の未来について、一緒に考えてみ

ませんか。 
 

●12 月 14 日：旧石器時代から古代まで、板橋区内の

遺跡で行われた発掘調査の成果をお話します。 

●12 月 21 日：中世から近世までの地域の移り変わりに

ついて、歴史資料や郷土芸能を通じてお話します。 

●1月 5日： 幕末から近現代までの歴史について、資料

を通じて考えます。 

板橋区生涯学習課 

文化財係 

小山
こ や ま

 侑
ゆ

里子
り こ

 
板橋区生涯学習課 

特命担当係長 

吉田
よ し だ

 政
まさ

博
ひろ

 
板橋区生涯学習課 

文化財係 

杉山
すぎやま

 宗悦
そうえつ

 

８ 天
文
学 

1 月 8 日（金） 

10:00～11:30 

1 月 15 日（金） 

10:00～11:30 

1 月 29 日（金） 

10:00～11:30 

 

※調整中 

教育科学館 

学術顧問 

池辺
い け べ

 靖
やすし

 

９ 科
学 

2 月 3 日（水） 

14:00～15:30 

2 月 10 日（水） 

14:00～15:30 

2 月 17 日（水） 

14:00～15:30 

 

生命と地球の共進化② 

～１度しか起こらない歴史をどう科学するか～ 
 

一般に自然科学は反復検証の学問と言われます。しか

し、地球の長い歴史の中で起こった諸事象は、たった一

度しか起こりません。このような諸事象は科学の対象にな

るのか、また、どのように科学として解明されてきたのか解

説します。 
 

●2月3日：生命の出現から多細胞生物の発展までを解

説します。 

●2 月 10 日：生命の上陸から陸上生命の多様化までを

解説します。 

●2 月 17 日：陸上生命の発展から人類の出現までを解

説します。 

日本大学 

生物資源科学部 

教授 

野村
の む ら

 正弘
まさひろ
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その他 

 

   「MIRAI SCHOOL いたばし OPEN CAMPUS 2027」 （案） 

１ テーマ 

    地域とともに育つ学校（ＳＣＨＯＯＬ） 

～みんなで支える 子ども・おとなの学びと成長～ 

２ 日 時 

    令和９年３月１３日（土）12 時～16 時予定 

３ 会 場 

グリーンホール １・２階ホール 

４ 開催内容 

   〇１階ホール 

    (1)ステージゾーン 

i-youth 活動発表  ほか 

(2)展示ゾーン 

グリーンカレッジ事業紹介・大学院研究発表  ほか 

〇２階ホール 

基調講演・パネルディスカッション  ほか 
 



資料６ 

1 

板橋グリーンカレッジ DX推進状況について 

 板橋グリーンカレッジ事業の DX推進状況について、以下のとおり報告する。 

 

記 

 

１ 板橋グリーンカレッジ専用ポータルサイトの運用状況について 

（１）ポータルサイトで行う手続きと機能について 

①受講申込み、履修科目選択 

a機能 

ポータルサイトで受講申込み及び履修科目選択を受付け、受講生がポータルサイトか

ら結果を確認する。 

b運用状況 

従前は、紙と電子フォームで受講申込み及び履修科目選択を受付けていたため、郵送

やメール発送事務、履修科目の抽選処理等、受講生への結果通知までに約１か月の期間

を要していたが、ポータルサイト導入により、受講申込み期間終了後、受講生への結果

通知までに要する期間が約２週間に短縮された。また、履修科目選択は先着順とし受講

生が申し込み後即座に履修科目選択結果を確認できることとなった。 

 

②出欠登録 

a機能 

受講生がポータルサイトを利用して出欠を登録する。 

b運用状況 

従前は、受講生に紙の受講証を配布し、職員が受付で受講証に押印していたが、講義

開始直前に受講生が受付に集中するなどの問題があった。 

ポータルサイト上で出欠登録を行うことにより、受講生がそれぞれのスマートフォン

で出欠登録ができるようになり、上記事象は改善された。 

c課題・改善策 

   ポータルサイトの不具合（Android端末を使用している受講者の画面が固まって操作

不能となる）により、受講生自身で出欠登録が行えないことがあり、事務局が出欠の代

理登録を行うことがあった。 

   改善策としては、ポータルサイトのスマートフォン用レイアウトの作成及び QR コー

ドの読み取りによる出欠登録機能の実装を予定しており、不具合が改善される見込み

である。 

 

③講義アーカイブ配信（テスト運用） 

a機能 

講義終了後、受講生に向けて講義のアーカイブ配信のテスト運用を行う。 

b運用状況 
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配信は同一学年に限る。履修選択していない科目も視聴することが可能で、配信期間

は各年度末までとする。また、著作権など配信し難い事情がある場合には、当該科目に

ついてはアーカイブ配信を行わず、希望者への講義資料配布を行っている。 

７月 27日時点でのアーカイブ配信状況は別紙１のとおり。 

 

④事務局からの連絡 

a機能 

事務局からの連絡について、ポータルサイト上での掲示と、ポータルサイトに登録し

たメールアドレス宛にお知らせメールを送信する。 

事務局がポータルサイト上のお知らせを見た受講生を確認できることから、災害時な

ど緊急の連絡の場合、お知らせを見ていない人に架電するなど、柔軟な運用が可能とな

る。 

  b運用状況 

   ６月３日の台風接近時に２年生・法律の講義を延期する旨、本機能を使用し受講生へ

の連絡を行った。講義前日に連絡していたため当日は大きな混乱はなく、受講生 142名

のうち、誤って来館した受講生は３名のみであった。 

 

⑤資料配布・提出 

a機能 

講義資料やお知らせなどをポータルサイト上で受講生へ配布する。また、卒業レポー

トなど受講生から事務局へ提出する資料もポータルサイト上で提出してもらう。 

  b運用状況 

   令和７年度卒業生に対して事務局でアカウントを付与し、卒業レポート集及び卒業写

真の配布を行った。 

 

（２）受講生への支援 

①スマートフォンやＰＣを所有している受講生へのサポート 

   スマートフォンやＰＣを所有しているがポータルサイトの操作に不安がある受講生 

に向けて、説明会を４回行った。説明会では実際の画面を投影しながら操作手順を説

明したほか、受講生に実際に端末を操作してもらう時間を設けた。 

②スマートフォン、ＰＣを持っていない受講生への配慮 

   スマートフォンやＰＣを所有していない受講生については、従来通り紙での申請を 

受け付けた。（令和８年度実績：３件） 
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２ 卒業記念文集及び卒業研究レポート書式の指定について 

板橋グリーンカレッジの DX推進に伴い、大学校２年生及び大学院で配付していた卒業

記念文集及び卒業研究レポート集（以下、「レポート集」という。）は、令和７年度卒業生

よりデータでの提供に変更とした。 

レポート集の電子化に伴い、レポートの提出方法を原則データでの提出としたところ、

大学院を中心に受講生間でレポートの体裁にばらつきがみられた。 

ついては、レポート集の統一感を出すことを目的として、令和８年度卒業生（大学校

２年生及び大学院）から卒業レポート用紙の書式を指定する。また、指定書式は学術論文

で一般的に使用されている２段組みの形式とし、よりアカデミックなレポート集をめざし

ていくこととする。 

  なお、やむを得ず手書きでレポートを作成する場合には、罫線の幅を広げた書式の使

用を可能とする。 

  指定書式については別紙２のとおり。 



課程 回
曜
日

時間 テーマ 講師肩書（講座実施当時） 講師氏名 配信状況

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 月 10:00～11:30

B 月 14:00～15:30

A 5月15日 10:00～11:30

B 5月22日 10:00～11:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 6月12日 金 10:00～11:30

B 6月19日 金 10:00～11:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

A 10:00～11:30

B 14:00～15:30

1 5月9日

2 5月16日

3 5月23日

1 5月12日 火 〇

2 5月18日 月 〇

3 5月25日 月 〇

1 5月13日 〇

2 5月20日 〇

3 6月3日 録画エラーにより未配信

1 5月17日 〇

2 5月24日 〇

3 6月21日 〇

1 5月30日 〇

2 6月6日 〇

3 6月13日 〇

1 6月9日 〇

2 6月16日 〇

3 6月23日 〇

1 6月29日 〇

2 7月6日 〇

3 7月13日 〇

1 7月2日 〇

2 7月9日 〇

3 7月16日 〇

1 7月11日 〇

2 7月18日 〇

3 7月25日 編集中

大学院
文化文学

コース
1～13

水
・
金

10:00～11:30
※最終回のみ
10:00～12:00

哲学をPratique【実践】する
～西洋哲学の森へ：探究と演習～

武蔵野大学　名誉教授 久富　健
第１、２、４、５、６回　音声のみ配

信済
第３回　録画エラーにより未配信

大学院
社会生活

コース
1～13 火

10:00～11:30
※最終回のみ
10:00～12:00

暮らしを見つめる～持続可能な社会づくりを
目指して

東京家政大学　社会デザイン学環
教授

尾﨑　司
第１回　録画エラーにより未配信

第２、３、４、５、６回　配信済

大学院
健康福祉

コース
1～13 木

10:00～11:30
※最終回のみ
10:00～12:00

つながりと健康格差
東京都健康長寿医療センター研究所

研究部長
村山　洋史

第１、３、４、５回　配信済
第２回　録画エラーにより未配信

福田　美雪

法政大学　現代福祉学部福祉コミュニ
ティ学科　教授

大東文化大学 スポーツ・健康科学部
教授　経済学部現代経済学科　講師

文学部日本文学科　助教

髙良　麻子

廣田　龍平

大東文化大学 スポーツ・健康科学部
教授　経済学部現代経済学科　講師

岡田　知久

〇

〇

〇

〇

〇

著作権の都合上未配信

〇

〇

〇

〇

〇

〇

淑徳大学　人文学部　人間科学科 藤森　雄介

今福　理博

東京都立大学　理学部生命科学科
教授

川原　裕之

AI時代の情報リテラシー～データを読み解く
力と活用の心得～

成蹊大学　理工学部理工学科　准教
授

山野井　瞳

長寿は腸が決め手！微生物と発酵食の知
恵

東洋大学　生命科学部生物資源学科
准教授

三浦　健

8

9

デモクラシーと国際協調を目指した近代日本

経済現象と応用経済学

土 10:00～11:30

火 14:00～15:30

月 10:00～11:30

木

日本の社会福祉の歴史

はじめての相続講座　実例から学ぶ安心へ
の備え

さわべ総合司法書士事務所　代表司
法書士

沢部　隼

フランス文学の現在地～ジャンルの垣根を
越えて

青山学院大学　文学部フランス文学
科　教授

子どもの発達と絵本

1

2

3

4

5

6

7

8

9

東京都立大学　都市環境学部　教授 横山　勝英

日本の絵本文化の豊かさを実感しよう
駒澤大学　総合教育研究部日本文化

部門
内藤　寿子

２
年
生

5/15
～1/27

5/12
～1/26

5/14
～1/21

10

12

1

6月1日

2

3

4

7月23日

5

6

7

月 「戦争画」と東京都美術館
武蔵野美術大学　通信教育課程芸術

文化学科　准教授
川村　笑子

日程

5月7日 木

5月8日

金

令和８年度板橋グリーンカレッジ講義一覧（前期）

１
年
生

金

≪フランス文化≫逍遥　新フランス文化論 武蔵野大学　名誉教授 久富　健

史料にみる豊臣秀吉・秀長兄弟 東京大学　資料編纂所　教授 金子　拓

文章の書き方入門-書きはじめる前の準備を
大切にしよう

跡見学園女子大学　観光コミュニティ
学部　准教授

小関　孝子

水の経済学 東京経済大学　経済学部　教授 野田　浩二

暮らしと法律～日常生活と法律の関わりに
ついて～

東京都行政書士会 板橋支部
副支部長 行政書士

花谷　好信

魚の住める川-災害時代の多自然川づくり-

6月5日 金

7月3日 金

11 7月15日 水

5月11日

5月19日 火

5月21日 木

新ウイルスの出現に私たちの体はどのよう
に対抗できるのか

現代の日本における社会問題を理解しよう

日本の妖怪文化を読み解く

著作権の都合上未配信

観光資源の保全と活用 立教大学 観光学部観光学科　教授 羽生　冬佳木

芸術とメディア-映画作品からの考察- 跡見学園女子大学　文学部　元教授 副島　善道

14:00～15:30

土 14:00～15:30

10:00～11:30

水 14:00～15:30

日 10:00～11:30

土 10:00～11:30

武蔵野大学　教育学部幼児教育学科
准教授

帝京大学　文学部日本文化学科　准
教授

渡邉　公太

06848737
タイプライターテキスト
資料６（別紙１）



【記載例】令和８年度卒業生から適用 
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Ichiro KOUZOU, Jirou KANKYOU and Saburou KEIKAKU 

キーワード：〇〇、Key、サンプル、歴史 

資料６（別紙２） 



【記載例】令和８年度卒業生から適用 

 

2 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 Type of structure (1923)  
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５ 使用データ・資料 

［参考文献］  

[1] 東京都都市整備局：〇〇〇〇〇〇〇調査， 

https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/bosai/ 

chousa_6/home.htm  

[2] 板橋区政策経営部：板橋区 ICT 推進・活用 

計画 2025 

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/_res/projects/ 

_page_/001/031/411/keikaku.pdf 
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資料７ 

令和９年度板橋グリーンカレッジ大学院のコース編成について 

 

令和９年度板橋グリーンカレッジ大学院のコース編成について、以下のとお

り検討状況を報告する。 

 

１ 現行コースと受講状況について 

  過去３年間の各コースにおける受講状況については以下のとおり。 

コース名 
受講者数※・テーマ 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

文化文学 

21 名 25 名 30 名 

『百人一首』の歌人た

ち 

遺跡から日本の古代を

探る 

哲学を Pratique［実

践］する～西洋哲学の

森へ：探求と演習～ 

社会生活 

22 名 14 名 20 名 

激甚化する水災害に適

応するには 

わが国の食を取り巻く

環境 

暮らしを見つめる～持

続可能な社会づくりを

目指して 

健康福祉 

12 名 10 名 11 名 

健康に長生きできる住

まいと住まい方 

生涯発達心理学から考

える人生 100 年時代 
つながりと健康格差 

※定員：各コース 30 名 

 

２ 令和９年度のコース編成（案） 

  既存の３コースのうち、例年受講者数の少ない健康福祉コースを中心に再

編し、板橋学や区の政策に関わるテーマを扱うコースの新設を検討していく。

また、再編するコースの卒業要件については、卒業レポートに代わる成果物の

提出とすることを視野に検討していく。 



資料８

大学校１年生 大学校２年生
（23科目から18科目選択） （18科目から6科目選択）

①芸術：日本の伝統文化 A　文学・芸術

②文学：西洋文学 ①芸術：西洋美術の楽しみ方

③文章論：文章の書き方入門 ②文学：フランス文学

④絵本：日本の絵本文化 ③絵本：物語絵本の表現と機能

⑤音楽：世界の音楽 ④音楽：テレビと音楽

⑥歴史：江戸時代と徳川幕府 B　歴史・文化

⑦哲学：西洋哲学入門 ⑤歴史：戦国時代の武将たち

⑧観光学：地域と観光 ⑥哲学：哲学を科学する

⑨板橋学：板橋の祭事と伝承 ⑦板橋学：板橋の歴史シリーズ

⑩文化：コミュニケーションと文化

⑪健康：睡眠と健康 C　健康

⑫福祉：板橋を誰もが住みやすいまちにするために ⑧健康：栄養と食生活

⑬心理学：日常生活と心理学 ⑨心理学：集団心理学

⑩福祉：地域社会と福祉

⑭法律：暮らしと法律 D　地域と暮らし

⑮デザイン：デザインの役割 ⑪法律：憲法を読み解く～三権分立の仕組み～

⑫デザイン：空間デザインとまちづくり

⑯社会：現代社会と労働 E　社会

⑰ジェンダー：ジェンダー問題について考える ⑬社会：少子高齢化と現代社会

⑱環境：地球温暖化と異常気象 ⑭地理：人口減少社会と地域デザイン

⑲経済：現代の日本経済 ⑮経済：経済現象と応用経済学

⑳天文学：天文学のすすめ　～星空を見上げてみませんか～ F　情報・科学

㉑科学：生命科学入門 ⑯天文学：最新の宇宙科学

㉒IT：現代社会と情報リテラシー ⑰科学：生命活動とタンパク質

㉓スポーツ学：スポーツと健康 ⑱IT：メディア環境の変遷

※下線の科目：R9新設

※網掛けの科目は「板橋学」として区分されるもの

※講師との調整により、内容が変更となる可能性あり。

令和9年度 板橋グリーンカレッジ大学校　カリキュラム


